
68企業実務　2023．　8

ま
た
、
定
額
残
業
代
と
し
て
支
払
っ

て
い
た
金
額
が
時
間
単
価
の
基
礎
賃
金

と
し
て
加
算
さ
れ
、
時
間
単
価
が
上
が

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
賃

金
請
求
権
の
消
滅
時
効
期
間
が
２
年
か

ら
５
年
（
当
面
の
間
は
３
年
）
に
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
未
払
賃
金
が
あ

る
場
合
、
こ
と
し
４
月
よ
り
３
年
分
の

賃
金
請
求
権
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
定
額
残
業
代
が
否
定

さ
れ
て
し
ま
う
と
、
多
大
な
影
響
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
正
し
く
導
入
・
運
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

定
額
残
業
代
で 

押
さ
え
て
お
く
べ
き
基
本
事
項

過
去
の
判
例
か
ら
、
以
下
の
３
点
が

押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
明
確
区
分
性

通
常
の
労
働
時
間
分
の
賃
金
部
分
と

割
増
賃
金
の
部
分
と
を
明
確
に
区
分
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
割
増
賃
金
額

割
増
賃
金
の
部
分
が
、
労
働
基
準
法

に
従
っ
て
計
算
さ
れ
た
割
増
賃
金
額
以

上
の
金
額
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
対
価
性

割
増
賃
金
の
部
分
に
何
時
間
分
の
時

間
外
労
働
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
を
明

定
額
残
業
代
に
は 

ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か

定
額
残
業
代
と
は
、「
時
間
外
割
増

賃
金
を
定
額
で
支
払
う
こ
と
」
を
い
い

ま
す
が
、
労
働
基
準
法
に
お
い
て
定
額

残
業
代
（
制
度
）
の
定
め
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
、
み
な

し
残
業
代
、
固
定
残
業
代
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
こ
と

を
指
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
ネ
ッ
ト
記
事
等
で
、
定
額
残

業
代
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
表
現
を
見

か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
制
度
に
不
安

感
を
持
つ
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
通
達
上
、
労
働
基
準
法
に
定
め
る

計
算
額
以
上
の
額
の
割
増
賃
金
を
支
払

う
限
り
、
適
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
適
法
と
さ
れ
る
定

額
残
業
代
で
あ
っ
て
も
裁
判
で
否
定
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
定
額
残
業
代
の
基
本
的
な
運

用
時
の
留
意
点
を
押
さ
え
て
い
な
か
っ

た
が
ゆ
え
に
否
定
さ
れ
た
事
例
で
す
。

定
額
残
業
代
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
い
ま
ま
で
の
残
業
代
が
支
払
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
過
去
の

実
際
の
労
働
時
間
分
を
支
払
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

定額残業代は一定の割増賃金を毎月定額で支給するものですが、
さまざまな問題を抱えているのが実情です。そこで、定額残業代
にまつわるトラブル事例や実際に導⼊・運⽤する際の留意点を 
みていきます。
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示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
含
ま
れ
て
い

る
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
が
あ
っ

た
場
合
、
別
途
、
割
増
賃
金
の
支
払
い

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

過
去
の
裁
判
例
を
み
る
と
、
違
法
と

さ
れ
る
基
準
の
水
準
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
実
際
に
は
、
会
社
の
考
え
方
に
沿

っ
て
自
社
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
く
わ

け
で
す
が
、「
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
」
と

い
う
観
点
か
ら
、
万
が
一
の
こ
と
を
想

定
し
、
厳
し
い
基
準
に
自
社
の
ル
ー
ル

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
、
と
筆
者
は
考
え
ま
す
。

ま
た
、
定
額
残
業
代
に
含
ま
れ
る
時

間
数
の
定
め
が
、
労
働
者
の
健
康
を
損

な
う
危
険
性
が
あ
る
ほ
ど
の
長
時
間
労

働
に
相
当
す
る
場
合
は
、
公
序
良
俗
に

反
し
、
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
含
め
る
時
間
数
に
も

留
意
し
て
、
定
額
残
業
代
を
決
め
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

定
額
残
業
代
を 

運
用
す
る
際
の
留
意
点

定
額
残
業
代
を
運
用
す
る
際
に
押
さ

え
て
お
く
べ
き
事
項
を
就
業
規
則
、
労

働
契
約
書
、
給
与
明
細
の
面
か
ら
、
説

明
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
就
業
規
則
（
賃
金
規
定
）

定
額
残
業
代
を
規
定
す
る
就
業
規
則

通
常
の
労
働
時
間
分
の
賃
金
部
分

（
基
本
給
）
と
、
割
増
賃
金
の
部
分

（
定
額
残
業
代
）
と
が
明
確
に
区
分
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
割
増
賃
金
の
部
分
（
定
額
残

業
代
）
に
は
、
金
額
に
対
し
、
含
ま
れ

て
い
る
労
働
時
間
が
何
時
間
分
に
相
当

す
る
の
か
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
就
業
規
則

（
賃
金
規
定
）
上
の
名
称
と
労
働
契
約

書
上
の
名
称
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
就
業
規
則
上
は
「
定

額
残
業
代
」
と
明
示
さ
れ
、
一
方
、
労

働
契
約
書
上
は
「
み
な
し
残
業
代
」
と

な
っ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
制
度
と
し
て
正

し
く
運
用
さ
れ
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
些
細
な

部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
名
称
の
整
合

性
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
給
与
改
定
の
際
、
通
常
の
労

働
時
間
分
の
賃
金
部
分
（
基
本
給
）

と
、
割
増
賃
金
の
部
分
（
定
額
残
業

代
）
と
を
明
確
に
区
分
し
て
記
載
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
給
与
改
定
の
際
に

も
、
入
社
時
の
労
働
契
約
書
と
同
様
の

記
載
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
給
与
明
細

給
与
明
細
の
表
示
項
目
は
、
就
業
規

則
（
賃
金
規
定
）
や
労
働
契
約
書
に
沿

っ
た
表
示
項
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
賃
金
規
定
）
の
例
を
示
す
と
、
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
規
定
例
（
定
額
残
業
代
）〉

第
〇
条　

定
額
残
業
代
【
１
】
は
、

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金

【
２
】
と
し
て
支
払
う
。

２　

定
額
残
業
代
の
金
額
に
該
当
す

る
時
間
外
労
働
時
間
は
、
20
時

間
【
３
】
と
す
る
。

３　

前
項
に
定
め
る
時
間
数
の
定
額

残
業
代
を
支
給
さ
れ
た
社
員
に

お
い
て
、
定
額
残
業
代
の
額
を

超
え
て
、
時
間
外
割
増
賃
金
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
別
途
、

そ
の
差
額
を
時
間
外
労
働
手
当

と
し
て
支
払
う
。

【
１
】
…
手
当
の
名
称
に
つ
い
て

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
に
対
す
る

手
当
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
名
称
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、「
固
定
残

業
手
当
」「
み
な
し
残
業
手
当
」「
定
額

残
業
手
当
」
な
ど
で
す
。

「
無
事
故
手
当
」「
営
業
手
当
」
な

ど
と
し
て
し
ま
う
と
、
割
増
賃
金
と
し

て
の
性
質
の
ほ
か
に
も
賃
金
の
性
質
が

含
ま
れ
て
い
る
印
象
を
与
え
て
し
ま
い

か
ね
ま
せ
ん
。
労
働
者
の
誤
解
を
招
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
留
意
し
ま
し

ょ
う
。

【
２
】
…
含
ま
れ
る
割
増
賃
金
の
対
象

割
増
賃
金
の
対
象
と
な
る
労
働
時
間

は
、
時
間
外
労
働
、
法
定
休
日
労
働
、

深
夜
労
働
の
ど
の
時
間
に
対
す
る
も
の

な
の
か
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
３
】
…
含
ま
れ
る
時
間
数

定
額
残
業
代
に
含
ま
れ
る
時
間
数

は
、
何
時
間
分
に
相
当
す
る
の
か
を
明

確
に
し
ま
し
ょ
う
。

含
ま
れ
る
時
間
数
が
、
労
働
者
一
律

の
場
合
は
、
就
業
規
則
に
明
示
す
る
こ

と
で
十
分
で
す
。
労
働
者
に
よ
っ
て
異

な
る
場
合
な
ど
は
、
就
業
規
則
上
は

「
労
働
契
約
書
に
準
じ
る
」
と
記
載

し
、
労
働
契
約
書
に
含
ま
れ
る
時
間
数

を
記
載
す
る
形
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
法
律
上
、
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
（
限
度
時
間
）
は
、
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
踏
ま
え
る
と
、
含
ま
れ
る
時
間
数

は
30
時
間
程
度
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

⑵
労
働
契
約
書

労
働
契
約
書
へ
の
金
額
の
記
載
方
法

の
例
を
次
に
示
し
ま
す
。

基
本
給

定
額
残
業
代

通
勤
手
当

32
万
円
／
月

５
万
円
／
月
（
月
20
時

間
の
時
間
外
労
働
分
）

実
費
支
給
（
上
限
３
万

円
）
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定
額
残
業
代
に
含
ま
れ
る
時
間
数

を
超
え
る
時
間
外
労
働
が
あ
っ
た

場
合
の
計
算
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

（
例
）
定
額
残
業
代
分
20
時
間
、
実
際

の
時
間
外
労
働
25
時
間

ま
ず
、
定
額
残
業
代
に
含
ま
れ
て

い
る
時
間
外
労
働
時
間
数
を
超
過

し
た
時
間
数
を
算
出
し
ま
す
。

　

算
出
さ
れ
た
時
間
外
労
働
時
間
数
に

対
し
、
時
間
単
価
に
割
増
率
を
乗
じ
て

算
出
し
た
金
額
を
別
途
、
割
増
賃
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

・
超
過
し
た
時
間
外
労
働
時
間
数
＝

実
際
の
時
間
外
労
働
時
間
25
時

間–

定
額
残
業
代
に
含
ま
れ
る

時
間
20
時
間
＝
５
時
間

・
別
途
支
払
う
割
増
賃
金
の
額
＝
超

過
時
間
外
労
働
５
時
間
×
＠
２

０
０
０
円
×
１
・
25
＝
１
万
２

５
０
０
円

１
日
欠
勤
し
た
場
合
、
固
定
残
業

代
は
ど
の
よ
う
に
計
算
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

（
例
）
所
定
労
働
日
数
20
日
、
欠
勤
控

除
は
所
定
労
働
日
数
で
除
し
て
１
日
分

の
金
額
を
算
出

ま
ず
、
就
業
規
則
（
賃
金
規
定
）

等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
計
算
方
法

を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
規
定
等

実
際
の
時
間
外
労
働
が
、
定
額
残
業

代
に
含
ま
れ
る
時
間
数
を
超
え
た
場
合

に
は
、
給
与
明
細
の
項
目
を
分
け
て
表

示
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
次
の
給
与
明
細
項
目
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

・「
基
本
給
」
…
…
通
常
の
労
働
時
間

分
の
賃
金
部
分
を
表
示
す
る
項
目

・「
定
額
残
業
代
」
…
…
割
増
賃
金
の

部
分
を
表
示
す
る
項
目

・「
時
間
外
手
当
」
…
…
定
額
残
業
代

を
超
過
し
た
時
間
分
の
残
業
代
を
表

示
す
る
項
目

さ
ら
に
、
給
与
明
細
の
備
考
欄
等
に

「
定
額
残
業
代
は
、
時
間
外
労
働
20
時

間
相
当
分
」と
記
載
し
て
お
く
こ
と
で
、

労
働
者
側
も
定
額
残
業
代
の
制
度
を
理

解
し
た
う
え
で
、
毎
月
の
給
与
明
細
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

基
礎
賃
金
等
に
つ
い
て 

押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と

⑴
時
間
単
価
の
基
礎
と
な
る
賃
金

定
額
残
業
代
を
正
し
く
運
用
す
る
う

え
で
、
時
間
単
価
の
基
礎
と
な
る
賃
金

（
以
下
「
基
礎
賃
金
」
と
い
い
ま
す
）

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
基
礎
賃
金
に
は
ど
の
賃

金
を
含
め
、
ど
の
賃
金
を
除
外
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

労
働
基
準
法
と
同
施
行
規
則
で
、
次

の
７
つ
の
賃
金
を
基
礎
賃
金
か
ら
除
外

で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
家
族
手
当

②
通
勤
手
当

③
別
居
手
当

④
子
女
教
育
手
当

⑤
住
宅
手
当

⑥
臨
時
に
支
払
わ
れ
た
賃
金

⑦
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

わ
れ
る
賃
金

こ
こ
で
、
定
額
残
業
代
は
基
礎
賃
金

か
ら
除
外
で
き
な
い
の
か
、
と
い
う
疑

問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

定
額
残
業
代
の
賃
金
の
性
質
を
考
え

る
と
、
こ
の
賃
金
は
時
間
外
労
働
に
対

す
る
割
増
賃
金
な
の
で
、
基
礎
賃
金
か

ら
除
外
し
て
よ
い
と
解
釈
で
き
ま
す
。

⑵
時
間
単
価

時
間
単
価
の
計
算
方
法
も
正
し
く
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

時
間
単
価
は
、
基
礎
賃
金
を
平
均
所

定
労
働
時
間
で
除
し
て
算
出
し
ま
す
。

計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

時
間
単
価
＝
基
礎
賃
金　

平
均
所
定

労
働
時
間

＊
平
均
所
定
労
働
時
間
＝
（
年
間
労

働
日
数

－

年
間
所
定
休
日
日
数
）

×
所
定
労
働
時
間　

12
か
月

÷÷

⑶
定
額
残
業
代
の
金
額
設
計

た
と
え
ば
、
定
額
残
業
代
を
時
間
外

労
働
20
時
間
分
と
し
て
設
計
し
た
い
場

合
に
、
基
礎
賃
金
が
32
万
円
、
平
均
所

定
労
働
時
間
が
１
６
０
時
間
と
す
る

と
、
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
時
間
単
価
＝
基
礎
賃
金
32
万
円　

平
均
所
定
労
働
時
間
１
６
０
時

間
＝
２
０
０
０
円

・
定
額
残
業
代
＝
＠
２
０
０
０
円
×

１
・
25
（
割
増
率
）
×
定
額
残

業
代
に
含
め
る
時
間
数
20
時
間

＝
５
万
円

こ
の
場
合
、
定
額
残
業
代
の
５
万
円

が
、
時
間
外
労
働
20
時
間
分
に
相
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

定
額
残
業
代
の 

給
与
計
算
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
ま
で
、
定
額
残
業
代
を
導
入
す

る
際
の
留
意
点
を
み
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
よ
く
質
問
事
項
と
し

て
挙
が
る
、
定
額
残
業
代
に
関
す
る
給

与
計
算
の
実
務
ポ
イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
先
ほ
ど
設
計
し
た
定
額
残
業

代
の
金
額
を
用
い
て
、
具
体
的
に
計
算

式
で
示
し
て
い
き
ま
す
。

÷
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に
沿
っ
た
計
算
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
定
額
残
業
代
を
導
入
す
る

会
社
等
の
場
合
、
欠
勤
控
除
の
計
算
式

は
、
次
の
２
パ
タ
ー
ン
を
検
討
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

【
パ
タ
ー
ン
１
】
定
額
残
業
代
を
含
め

て
欠
勤
控
除
を
行
な
う

　

た
と
え
ば
、
わ
か
り
や
す
く
基
礎
賃

金
と
定
額
残
業
代
を
分
解
し
て
計
算
式

に
表
わ
す
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
１
日
分
の
欠
勤
控
除
（
基
礎
賃
金

分
）
＝
32
万
円　

20
日
＝
１
万

６
０
０
０
円

・
１
日
分
の
欠
勤
控
除
（
定
額
残
業

代
分
）
＝
５
万
円　

20
日
＝
２

５
０
０
円

・
欠
勤
控
除
の
金
額
＝
１
万
８
５
０

０
円

こ
の
場
合
の
注
意
点
は
、
定
額
残
業

代
を
日
割
り
す
る
た
め
、
含
ま
れ
る
時

間
外
労
働
時
間
数
が
、
当
初
の
含
ま
れ

て
い
る
時
間
外
労
働
時
間
数
よ
り
減
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

本
来
、
定
額
残
業
代
の
５
万
円
に
は

20
時
間
の
時
間
外
労
働
時
間
数
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
日
割
り
後
の
定
額
残
業
代

の
金
額
４
万
７
５
０
０
円
に
対
し
て

は
、
19
時
間
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
実
際
の
時
間
外
労
働

÷

÷

が
19
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
別
途
、

時
間
外
手
当
の
支
給
が
必
要
で
す
。

【
パ
タ
ー
ン
２
】
固
定
残
業
代
を
含
め

な
い
（
基
礎
賃
金
の
み
の
）
欠
勤
控

除
を
行
な
う
パ
タ
ー
ン

１
日
分
の
欠
勤
控
除
（
基
礎
賃
金

分
）
で
あ
る
１
万
６
０
０
０
円
を
控
除

し
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
場
合
、
た
と
え
ば
１
日

だ
け
出
勤
し
て
残
り
す
べ
て
を
欠
勤
し

て
も
定
額
残
業
代
が
満
額
支
給
さ
れ
る

の
で
、
合
理
的
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
欠
勤
の
状
況

に
合
わ
せ
て
計
算
式
を
分
け
る
の
も
１

つ
の
方
法
で
す
。

①
欠
勤
が
月
の
所
定
労
働
日
数
の
２
分

の
１
未
満
の
場
合
…
…
定
額
残
業
代

を
満
額
支
給
し
、
定
額
残
業
代
の
欠

勤
控
除
を
行
な
わ
な
い

②
欠
勤
が
月
の
所
定
労
働
日
数
の
２
分

の
１
以
上
の
場
合
…
…
定
額
残
業
代

を
支
給
せ
ず
、
実
際
の
時
間
外
労
働

時
間
に
相
当
す
る
時
間
外
手
当
を
支

給
す
る

な
お
、
給
与
計
算
期
間
途
中
に
入

社
・
退
職
者
が
い
る
と
き
の
計
算
式

も
、
欠
勤
控
除
と
同
様
に
、
次
の
よ
う

な
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
定
額
残
業
代
を
日
割
り
せ
ず
、
満
額

支
給
す
る

②
定
額
残
業
代
を
日
割
り
支
給
す
る

を
下
回
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
注
意
し
た
い

の
は
、
賃
金
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
会

社
に
お
い
て
、
中
途
入
社
者
の
給
与
額

を
調
整
す
る
場
合
で
す
。

具
体
的
に
は
、
前
職
の
給
与
を
担
保

す
る
た
め
に
「
調
整
手
当
」
を
支
給

し
、
自
社
の
賃
金
設
計
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
手
当
を
支
給
す
る
運
用
を
一
時

的
に
行
な
っ
て
い
る
場
合
で
す
。

こ
こ
で
、
調
整
手
当
を
基
礎
賃
金
に

加
算
し
て
時
間
単
価
を
算
出
し
て
い
れ

ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
な

か
な
か
そ
こ
ま
で
気
が
付
か
ず
に
運
用

し
て
い
る
ケ
ー
ス
を
み
か
け
ま
す
の
で

留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇　

◇　

◇

今
回
、
定
額
残
業
代
の
ル
ー
ル
を
つ

く
る
う
え
で
の
就
業
規
則
や
書
式
類
の

留
意
事
項
、
給
与
計
算
に
お
け
る
検
討

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

定
額
残
業
代
の
運
用
を
合
理
的
に
考

え
て
い
く
と
、
給
与
計
算
が
複
雑
に
な

っ
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。

制
度
設
計
を
す
る
際
に
は
、
何
が
自
社

に
合
っ
た
ル
ー
ル
な
の
か
、
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ル
が
労
働
者
に
と
っ
て
も
わ
か

り
す
い
の
か
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
定
額
残

業
代
の
正
し
い
運
用
を
行
な
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

●▲

③
定
額
残
業
代
を
支
給
せ
ず
、
実
際
の

時
間
外
労
働
に
応
じ
た
時
間
外
手
当

を
支
給
す
る

こ
れ
は
、
休
職
、
育
児
休
業
、
介
護

休
業
、
産
前
産
後
休
業
に
入
る
場
合
な

ど
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。

就
業
規
則
（
賃
金
規
定
）
等
に
お
い

て
、
忘
れ
ず
に
こ
れ
ら
の
事
由
も
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

新
た
に
在
宅
勤
務
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
固
定
残

業
代
に
影
響
は
あ
り
ま
す
か
？

（
例
）
在
宅
勤
務
手
当
５
０
０
０
円
を

新
た
に
支
給

影
響
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
勤
務
手

当
は
、
基
礎
賃
金
か
ら
除
外
で
き

る
賃
金
に
は
該
当
せ
ず
、
時
間
単
価
の

基
礎
賃
金
と
な
る
た
め
、
在
宅
勤
務
手

当
を
加
算
し
て
時
間
単
価
を
計
算
し
直

し
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
単
価
＝
（
基
礎
賃
金
32
万
円

＋
在
宅
勤
務
手
当
５
０
０
０
円
）

　

 
　
１
６
０
時
間
≒
２
０
３
２
円

・
定
額
残
業
代
に
含
ま
れ
る
時
間
数

＝
定
額
残
業
代
５
万
円
　
（
２
０

３
２
×
１
・
25
）
≒
19
・
６
時
間

基
礎
賃
金
額
が
上
が
る
こ
と
に
よ

り
、
時
間
単
価
も
上
が
る
の
で
、
定
額

残
業
代
に
含
ま
れ
る
時
間
数
は
20
時
間

÷

÷

や
じ
ま
　
し
お
り
　
社
会
保
険
労
務
士
法
人 

志 -

こ
こ
ろ- 

特
定
社
労
士
事
務
所
代
表
社
員
。

学
校
法
人
産
業
能
率
大
学
非
常
勤
講
師
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
０
４
１
４
リ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。




